
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１フィールドを、各々がセットアップ期間、アドレス期間及び維持期間を含む複数のサ
ブフィールドに分割して階調表示を行うプラズマディスプレイ装置であって、
　走査電極、走査電極、維持電極、維持電極の順に配列された電極配列を単位として複数
の走査電極及び複数の維持電極が形成されるとともに、隣接する走査電極に対向して複数
のプライミング電極が形成され、さらに、前記走査電極及び前記維持電極と交わる方向に
複数のデータ電極が形成されたＡＣ型プラズマディスプレイパネルと、
　セットアップ期間において、前サブフィールドで維持放電を行った走査電極及び維持電
極の壁電荷を調整する第１の駆動手段と、
　アドレス期間において、前記第１の駆動手段により壁電荷が調整された走査電極に書き
込みパルスを印加して当該走査電極とプライミング電極との間のプライミング放電を発生
させるとともに、前記データ電極に書き込みパルスを印加して前記プライミング放電を利
用して書き込み放電を発生させる第２の駆動手段と、
　維持期間において、前記第２の駆動手段により書き込み放電が発生した走査電極と維持
電極との間で維持放電を発生させ、維持放電後に走査電極に正電荷及び維持電極に負電荷
を蓄積させる第３の駆動手段とを備え、
　前記第１の駆動手段は、セットアップ期間において、前記第３の駆動手段により蓄積さ
れた走査電極の正電荷のうち維持電極側の一部の正電荷を負電荷に反転させるとともに、
前記第３の駆動手段により蓄積された維持電極の負電荷のうち走査電極側の一部の負電荷
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を正電荷に反転させることを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記第３の駆動手段は、前記走査電極に印加する最後の維持パルスのパルス幅を他の維
持パルスのパルス幅より長くすることを特徴とする請求項１記載のプラズマディスプレイ
装置。
【請求項３】
　前記第１の駆動手段は、垂直同期期間に１回印加される垂直同期用セットアップパルス
を維持電極に印加する際、少なくとも前記表示装置の電源がオンされた場合に第１の電圧
で垂直同期用セットアップパルスを印加し、その他の場合に前記第１の電圧より低い第２
の電圧で垂直同期用セットアップパルスを印加することを特徴とする請求項１記載のプラ
ズマディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記第３の駆動手段は、維持期間において前記走査電極に印加される最後の維持パルス
により前記走査電極と前記プライミング電極との間で放電を発生させて前記プライミング
電極の壁電荷を調整することを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記第１の駆動手段は、セットアップ期間において前記プライミング電極を第１の電圧
に保持し、
　前記第２の駆動手段は、アドレス期間において書き込み放電が発生する前に前記プライ
ミング電極を前記第１の電圧から前記第１の電圧より高い第２の電圧に立ち上げて保持し
、
　前記第３の駆動手段は、維持期間において前記プライミング電極を前記第２の電圧から
前記第１の電圧に立ち下げることを特徴とする請求項１記載のプラズマディスプレイ装置
。
【請求項６】
　前記第１の駆動手段は、セットアップ期間において前記走査電極と前記維持電極との放
電前に前記走査電極と前記プライミング電極との間に放電を発生させて前記プライミング
電極の壁電荷を調整することを特徴とする請求項１記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記第１の駆動手段は、セットアップ期間において前記走査電極と前記維持電極との放
電前に前記プライミング電極を第１の電圧から前記第１の電圧より低い第２の電圧に立ち
下げて保持し、
　前記第２の駆動手段は、アドレス期間において書き込み放電が発生する前に前記プライ
ミング電極を前記第２の電圧から前記第１の電圧に立ち上げて保持することを特徴とする
請求項６に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記プラズマディスプレイパネルは、前記プライミング電極に対向する位置に形成され
た光吸収層を備えることを特徴とする請求項１記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記第１の駆動手段は、垂直同期期間に１回設けられるセットアップ期間を他のセット
アップ期間より長く設定することを特徴とする請求項１記載のプラズマディスプレイ装置
。
【請求項１０】
　前記第２の駆動手段は、アドレス期間において、前記第１の駆動手段により壁電荷が調
整された走査電極の電圧を所定の電圧に立ち上げた後にプライミング電極の電圧を所定の
電圧に立ち上げることを特徴とする請求項１記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１１】
　走査電極、走査電極、維持電極、維持電極の順に配列された電極配列を単位として複数
の走査電極及び複数の維持電極が形成されるとともに、隣接する走査電極に対向してプラ
イミング電極が形成されたＡＣ型プラズマディスプレイパネルを備え、１フィールドを、
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各々がセットアップ期間、アドレス期間及び維持期間を含む複数のサブフィールドに分割
して階調表示を行うプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　セットアップ期間において、前サブフィールドで維持放電を行った走査電極及び維持電
極の壁電荷を調整する調整ステップと、
　アドレス期間において、前記調整ステップにおいて壁電荷が調整された走査電極に書き
込みパルスを印加して当該走査電極とプライミング電極との間のプライミング放電を発生
させるとともに、前記データ電極に書き込みパルスを印加して前記プライミング放電を利
用して書き込み放電を発生させる書き込みステップと、
　維持期間において、前記書き込みステップにおいて書き込み放電が発生した走査電極と
維持電極との間で維持放電を発生させ、維持放電後に走査電極に正電荷及び維持電極に負
電荷を蓄積させる維持ステップとを含み、
　前記調整ステップは、セットアップ期間において、前記維持ステップにおいて蓄積され
た走査電極の正電荷のうち維持電極側の一部の正電荷を負電荷に反転させるとともに、前
記維持ステップにおいて蓄積された維持電極の負電荷のうち走査電極側の一部の負電荷を
正電荷に反転させるステップを含むことを特徴とするプラズマディスプレイ装置の駆動方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１フィールドを複数のサブフィールドに分割して階調表示を行うプラズマデ
ィスプレイ表示装置及びその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　プラズマディスプレイ装置は、薄型化および大画面化が可能であるという利点を有する
。このようなプラズマディスプレイ装置に用いられるＡＣ型プラズマディスプレイパネル
としては、例えば、特許文献１に開示されるように、面放電を行う走査電極及び維持電極
を複数配列して形成したガラス基板からなる前面板と、データ電極を複数配列した背面板
とを、走査電極及び維持電極とデータ電極とが直交するように組み合わせてマトリックス
状に放電セルを形成するものがある。
【０００３】
　上記のように構成されたプラズマディスプレイパネルを駆動する方法として、重み付け
られた複数の二値画像を時間的に重ねることにより中間調を表示するサブフィールド法が
ある。このサブフィールド法では、１フィールドが複数のサブフィールドに時間分割され
ており、各サブフィールドはそれぞれ重み付けされている。各サブフィールドの重み量は
、各サブフィールドの発光量に対応し、例えば、発光回数が重み量として用いられ、各サ
ブフィールドの重み量の合計量が映像信号の輝度すなわち階調レベルに対応する。
【０００４】
　また、各サブフィールドは、セットアップ期間、アドレス期間及び維持期間から構成さ
れ、セットアップ期間において各電極の壁電荷が調整され、アドレス期間においてデータ
電極と走査電極との間で書き込み放電が発生し、維持期間において書き込み放電が発生し
た放電セルのみが走査電極と維持電極との間で維持放電を行う。この維持放電による発光
回数が各サブフィールドの重み量となり、発光回数に応じた輝度で種々の映像が階調表示
される。
【特許文献１】特開２００１－１９５９９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記のＡＣ型プラズマディスプレイパネルでは、安定な維持放電を発生
させるために、放電セルを形成するデータ電極と走査電極との間に強い書き込み放電を発
生させており、この書き込み放電時に当該放電セルの走査電極と維持電極との間で強い放
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電が発生する。この強い放電により隣接する放電セルの走査電極と維持電極との間で誤放
電が起こり、隣接するライン間にクロストークが発生して表示画像の品質を悪化させる。
また、強い書き込み放電による発光は不要光となるため、無信号時における黒輝度を充分
に低くすることができず、表示画像の品質を悪化させる。
【０００６】
　本発明の目的は、クロストークを充分に低減することができるとともに、無信号時にお
ける黒輝度を充分に低くすることができるプラズマディスプレイ装置及びその駆動方法を
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一局面に従うプラズマディスプレイ装置は、１フィールドを、各々がセットア
ップ期間、アドレス期間及び維持期間を含む複数のサブフィールドに分割して階調表示を
行うプラズマディスプレイ装置であって、走査電極、走査電極、維持電極、維持電極の順
に配列された電極配列を単位として複数の走査電極及び複数の維持電極が形成されるとと
もに、隣接する走査電極に対向して複数のプライミング電極が形成され、さらに、走査電
極及び維持電極と交わる方向に複数のデータ電極が形成されたＡＣ型プラズマディスプレ
イパネルと、セットアップ期間において、前サブフィールドで維持放電を行った走査電極
及び維持電極の壁電荷を調整する第１の駆動手段と、アドレス期間において、第１の駆動
手段により壁電荷が調整された走査電極に書き込みパルスを印加して当該走査電極とプラ
イミング電極との間のプライミング放電を発生させるとともに、データ電極に書き込みパ
ルスを印加してプライミング放電を利用して書き込み放電を発生させる第２の駆動手段と
、維持期間において、第２の駆動手段により書き込み放電が発生した走査電極と維持電極
との間で維持放電を発生させ、維持放電後に走査電極に正電荷及び維持電極に負電荷を蓄
積させる第３の駆動手段とを備え、第１の駆動手段は、セットアップ期間において、第３
の駆動手段により蓄積された走査電極の正電荷のうち維持電極側の一部の正電荷を負電荷
に反転させるとともに、第３の駆動手段により蓄積された維持電極の負電荷のうち走査電
極側の一部の負電荷を正電荷に反転させるものである。
【０００８】
　このプラズマディスプレイ装置では、セットアップ期間において、前サブフィールドで
維持放電を行った走査電極及び維持電極の壁電荷を調整しているので、維持放電により減
少した走査電極の壁電荷を補充することができ、アドレス期間において書き込み放電を安
定に行うことができる。また、アドレス期間において走査電極とプライミング電極との間
のプライミング放電を利用して走査電極とデータ電極との間の書き込み放電を発生させて
いるので、書き込み放電を弱い放電で安定に行うことができる。したがって、弱い書き込
み放電により不要光を低減することができるので、無信号時における黒輝度を充分に低く
することができる。
【０００９】
　また、維持期間において、書き込み放電が発生した走査電極の維持放電後に走査電極に
正電荷及び維持電極に負電荷を蓄積させ、セットアップ期間において、蓄積された走査電
極の正電荷のうち維持電極側の一部の正電荷を負電荷に反転させるとともに、蓄積された
維持電極の負電荷のうち走査電極側の一部の負電荷を正電荷に反転させている。ここで、
走査電極及び維持電極は走査電極、走査電極、維持電極、維持電極の順に配列された電極
配列を単位として形成されているので、一つの放電セルを形成する維持電極には、当該放
電セルに隣接する放電セルを形成する維持電極が隣接し、両維持電極間には負電荷が残留
することになる。したがって、隣接する放電セル間においてこの負電荷が電位障壁として
機能し、一方の放電セルのアドレス期間における書き込み放電が他方の放電セルに広がる
ことを抑制することができるので、隣接するライン間のクロストークを充分に低減するこ
とができる。
【００１０】
　さらに、セットアップ期間における一部の電荷の反転は低い電位により発生させること
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ができるので、第１の駆動手段を構成する駆動回路の低コスト化を図ることができる。
【００１１】
　第３の駆動手段は、走査電極に印加する最後の維持パルスのパルス幅を他の維持パルス
のパルス幅より長くすることが好ましい。
【００１２】
　この場合、走査電極と維持電極との間で強い維持放電を発生させることができるので、
走査電極及び維持電極に所定の電荷を全面に且つ均一に形成することができる。
【００１３】
　第１の駆動手段は、垂直同期期間に１回印加される垂直同期用セットアップパルスを維
持電極に印加する際、少なくとも表示装置の電源がオンされた場合に第１の電圧で垂直同
期用セットアップパルスを印加し、その他の場合に第１の電圧より低い第２の電圧で垂直
同期用セットアップパルスを印加することが好ましい。
【００１４】
　この場合、表示装置の電源がオンされたとき以外は、垂直同期用セットアップパルスを
低い電圧で維持電極に印加することができるので、このパルスによる放電を弱くすること
ができ、無信号時における黒輝度をより低くすることができる。
【００１５】
　第３の駆動手段は、維持期間において走査電極に印加される最後の維持パルスにより走
査電極とプライミング電極との間で放電を発生させてプライミング電極の壁電荷を調整す
ることが好ましい。
【００１６】
　この場合、走査電極に印加される最後の維持パルスにより走査電極とプライミング電極
との間で放電を発生させてプライミング電極の壁電荷を調整しているので、この放電から
次のサブフィールドのセットアップ期間におけるセットアップ放電までの時間を短縮する
ことができ、次のセットアップ放電にプライミング効果を利用することができる。この結
果、セットアップ放電が弱い放電である場合でも、セットアップ放電を安定に行うことが
できるので、セットアップ期間における不要光を低減して黒輝度をより低減することがで
きるとともに、書き込み放電も安定に行うことができる。
【００１７】
　第１の駆動手段は、セットアップ期間においてプライミング電極を第１の電圧に保持し
、第２の駆動手段は、アドレス期間において書き込み放電が発生する前にプライミング電
極を第１の電圧から第１の電圧より高い第２の電圧に立ち上げて保持し、第３の駆動手段
は、維持期間においてプライミング電極を第２の電圧から第１の電圧に立ち下げることが
好ましい。
【００１８】
　この場合、プライミング電極に印加すべき電圧が２値となるので、プライミング電極の
駆動回路の構成を簡略化することができるとともに、消費電力及び電磁波障害を低減する
ことができる。
【００１９】
　第１の駆動手段は、セットアップ期間において走査電極と維持電極との放電前に走査電
極とプライミング電極との間に放電を発生させてプライミング電極の壁電荷を調整しても
よい。
【００２０】
　この場合、セットアップ期間において、走査電極と維持電極との放電前に走査電極とプ
ライミング電極との間に放電を発生させてプライミング電極の壁電荷を調整しているので
、走査電極とプライミング電極との放電によるプライミング効果を走査電極と維持電極と
のセットアップ放電に利用することができる。この結果、セットアップ放電が弱い放電で
ある場合でも、セットアップ放電を安定に行うことができ、セットアップ期間における不
要光を低減して黒輝度をより低減することができるとともに、書き込み放電も安定に行う
ことができる。
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【００２１】
　第１の駆動手段は、セットアップ期間において走査電極と維持電極との放電前にプライ
ミング電極を第１の電圧から第１の電圧より低い第２の電圧に立ち下げて保持し、第２の
駆動手段は、アドレス期間において書き込み放電が発生する前にプライミング電極を第２
の電圧から第１の電圧に立ち上げて保持してもよい。
【００２２】
　この場合、プライミング電極に印加すべき電圧が２値となるので、プライミング電極の
駆動回路の構成を簡略化することができるとともに、消費電力及び電磁波障害を低減する
ことができる。
【００２３】
　プラズマディスプレイパネルは、プライミング電極に対向する位置に形成された光吸収
層を備えることが好ましい。
【００２４】
　この場合、走査電極とプライミング電極との間で発生する放電により放射される光を光
吸収層により吸収することができるので、走査電極とプライミング電極との間の放電を強
放電で行うことができ、当該放電のプライミング効果を充分に利用することができる。
【００２５】
　第１の駆動手段は、垂直同期期間に１回設けられるセットアップ期間を他のセットアッ
プ期間より長く設定することが好ましい。この場合、垂直同期期間に１回設けられるセッ
トアップ期間において各電極の壁電荷を充分に調整し、その後のプライミング放電をより
安定に発生させることができる。
【００２６】
　第２の駆動手段は、アドレス期間において、第１の駆動手段により壁電荷が調整された
走査電極の電圧を所定の電圧に立ち上げた後にプライミング電極の電圧を所定の電圧に立
ち上げることが好ましい。この場合、その後のプライミング放電をより安定に発生させる
ことができる。
【００２７】
　本発明の他の局面に従うプラズマディスプレイ装置の駆動方法は、走査電極、走査電極
、維持電極、維持電極の順に配列された電極配列を単位として複数の走査電極及び複数の
維持電極が形成されるとともに、隣接する走査電極に対向してプライミング電極が形成さ
れたＡＣ型プラズマディスプレイパネルを備え、１フィールドを、各々がセットアップ期
間、アドレス期間及び維持期間を含む複数のサブフィールドに分割して階調表示を行うプ
ラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、セットアップ期間において、前サブフィー
ルドで維持放電を行った走査電極及び維持電極の壁電荷を調整する調整ステップと、アド
レス期間において、調整ステップにおいて壁電荷が調整された走査電極に書き込みパルス
を印加して当該走査電極とプライミング電極との間のプライミング放電を発生させるとと
もに、データ電極に書き込みパルスを印加してプライミング放電を利用して書き込み放電
を発生させる書き込みステップと、維持期間において、書き込みステップにおいて書き込
み放電が発生した走査電極と維持電極との間で維持放電を発生させ、維持放電後に走査電
極に正電荷及び維持電極に負電荷を蓄積させる維持ステップとを含み、調整ステップは、
セットアップ期間において、維持ステップにおいて蓄積された走査電極の正電荷のうち維
持電極側の一部の正電荷を負電荷に反転させるとともに、維持ステップにおいて蓄積され
た維持電極の負電荷のうち走査電極側の一部の負電荷を正電荷に反転させるステップを含
むものである。
【００２８】
　このプラズマディスプレイ装置の駆動方法においては、セットアップ期間において走査
電極及び維持電極の壁電荷を調整し且つアドレス期間において走査電極とプライミング電
極との間のプライミング放電を利用して書き込み放電を発生させているので、書き込み放
電を弱くして不要光を低減することができ、無信号時における黒輝度を充分に低くするこ
とができる。また、セットアップ期間において走査電極の正電荷のうち維持電極側の一部
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の正電荷を負電荷に反転させるとともに、維持電極の負電荷のうち走査電極側の一部の負
電荷を正電荷に反転させているので、隣接する維持電極間の負電荷を電位障壁として機能
させてアドレス期間における書き込み放電が隣接する放電セルに広がることを抑制するこ
とができ、隣接するライン間のクロストークを充分に低減することができる。さらに、セ
ットアップ期間における一部の電荷の反転は低い電位により発生させることができるので
、駆動回路の低コスト化を図ることができる。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、セットアップ期間において、前サブフィールドで維持放電を行った走
査電極及び維持電極の壁電荷を調整しているので、維持放電により減少した走査電極の壁
電荷を補充することができ、アドレス期間において書き込み放電を安定に行うことができ
る。また、アドレス期間において走査電極とプライミング電極との間のプライミング放電
を利用して走査電極とデータ電極との間の書き込み放電を発生させているので、書き込み
放電を弱い放電で安定に行うことができる。したがって、弱い書き込み放電により不要光
を低減することができるので、無信号時における黒輝度を充分に低くすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、本発明に係るプラズマディスプレイ装置について説明する。図１は、本発明の第
１の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の構成を示すブロック図である。
【００３１】
　図１のプラズマディスプレイ装置は、プラズマディスプレイパネル（以下、ＰＤＰと略
す）１、アドレスドライバ２、スキャンドライバ３、サステインドライバ４、Ａ／Ｄコン
バータ（アナログ・デジタル変換器）５、走査数変換回路６、適応型輝度強調回路７、サ
ブフィールド変換回路８、放電発生回路９、セットアップ回路１０，１１、プライミング
放電発生回路１２及びプライミングドライバ１３を備える。
【００３２】
　Ａ／Ｄコンバータ５には映像信号ＶＤが入力される。また、図示を省略しているが、Ａ
／Ｄコンバータ５、走査数変換回路６、適応型輝度強調回路７、サブフィールド変換回路
８、放電発生回路９等には水平同期信号Ｈおよび垂直同期信号Ｖが与えられる。Ａ／Ｄコ
ンバータ５は、映像信号ＶＤをデジタルの画像データに変換し、その画像データを走査数
変換回路６に与える。走査数変換回路６は、画像データをＰＤＰ１の画素数に応じたライ
ン数の画像データに変換し、各ラインごとの画像データを適応型輝度強調回路７に与える
。
【００３３】
　適応型輝度強調回路７は、映像信号の平均輝度レベルに応じたサブフィールド数及び維
持パルス数等を決定し、決定したサブフィールド数等とともにＰＤＰ１の画素数に応じた
ライン数の画像データをサブフィールド変換回路８に与え、決定した維持パルス数等を放
電発生回路９へ与える。適応型輝度調整回路７としては、例えば、特許第２９９４６３０
号公報に記載の回路を適用することができるが、この例に特に限定されず、他の適応型輝
度調整回路を用いてもよい。
【００３４】
　各ラインごとの画像データは、各ラインの複数の画素にそれぞれ対応する複数の画素デ
ータからなる。サブフィールド変換回路８は、各ラインごとの画像データの各画素データ
を複数のサブフィールドに対応する複数のビットに分割し、各サブフィールドごとに各画
素データの各ビットをアドレスドライバ２にシリアルに出力する。
【００３５】
　図１に示すプラズマディスプレイ装置では、書き込み放電を行うアドレス期間と維持放
電を行う維持期間とを分離して放電セルを放電させるアドレス・サステイン分離駆動方式
（以下、ＡＤＳ方式と略す）が用いられている。ＡＤＳ方式では、１フィールド（１／６
０秒＝１６．６７ｍｓ）を複数のサブフィールドに時間的に分割する。各サブフィールド
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は、セットアップ期間、アドレス期間及び維持期間に分離され、セットアップ期間におい
て各サブフィールドのセットアップ処理が行われ、アドレス期間において点灯される放電
セルを選択するための書き込み放電が行われ、維持期間において表示のための維持放電が
行われる。
【００３６】
　放電発生回路９は、水平同期信号Ｈ、垂直同期信号Ｖ及び維持パルス数等を基に各種放
電制御タイミング信号を発生し、スキャンドライバ用の書き込み放電及び維持放電制御タ
イミング信号をセットアップ回路１０へ与え、サステインドライバ用の書き込み放電及び
維持放電制御タイミング信号をセットアップ回路１１へ与え、水平同期信号Ｈ、垂直同期
信号Ｖ及び維持パルス数等の各種タイミング信号をプライミング放電発生回路１２へ与え
る。
【００３７】
　セットアップ回路１０は、スキャンドライバ用の書き込み放電及び維持放電制御タイミ
ング信号にセットアップパルスを重畳してスキャンドライバ用の放電制御信号をスキャン
ドライバ３へ与える。セットアップ回路１１は、サステインドライバ用の書き込み放電及
び維持放電制御タイミング信号にセットアップパルスを重畳してサステインドライバ用の
放電制御信号をサステインドライバ４へ与える。プライミング放電発生回路１２は、プラ
イミングドライバ用の放電制御タイミング信号をプライミングドライバ１３へ与える。
【００３８】
　ＰＤＰ１は、ＡＣ型プラズマディスプレイパネルであり、複数のデータ電極３１、複数
の走査電極２１、複数の維持電極２２及び複数のプライミング電極３３を含む。複数のデ
ータ電極３１は、画面の垂直方向に配列され、複数の走査電極２１および複数の維持電極
２２は、画面の水平方向に配列されている。データ電極３１、走査電極２１および維持電
極２２の各交点には、放電セルが形成され、各放電セルが画面上の画素を構成する。
【００３９】
　スキャンドライバ３は、ＰＤＰ１の複数の走査電極２１に接続され、スキャンドライバ
用の放電制御信号に従い、セットアップ期間においてセットアップパルスを走査電極２１
に印加する。サステインドライバ４は、ＰＤＰ１の複数の維持電極２２に接続され、サス
テインドライバ用の放電制御タイミング信号に従い、セットアップ期間においてセットア
ップパルスを維持電極２２に印加する。これにより、該当する放電セルにおいてセットア
ップ放電が行われる。
【００４０】
　プライミングドライバ１３は、ＰＤＰ１の複数のプライミング電極３３に接続され、プ
ライミングドライバ用の放電制御信号に従い、セットアップ期間においてセットアップパ
ルスをプライミング電極３３に印加する。これにより、該当するプライミング電極と走査
電極との間でセットアップ放電が行われる。
【００４１】
　アドレスドライバ２は、ＰＤＰ１の複数のデータ電極３１に接続され、サブフィールド
変換回路８から各サブフィールドごとにシリアルに与えられるデータをパラレルデータに
変換し、そのパラレルデータに基づいてアドレス期間において該当するデータ電極３１に
書き込みパルスを印加する。スキャンドライバ３は、スキャンドライバ用の放電制御信号
に従い、アドレス期間においてシフトパルスを垂直走査方向にシフトしつつＰＤＰ１の複
数の走査電極２１に書き込みパルスを順に印加する。プライミングドライバ１３は、プラ
イミングドライバ用の放電制御信号に従い、アドレス期間においてＰＤＰ１の複数のプラ
イミング電極３３の電圧を所定の高電圧に保持する。これにより、走査電極２１とプライ
ミング電極３３との間でプライミング放電が発生し、このプライミング放電を利用して走
査電極２１とデータ電極３１との間で書き込み放電が行われる。
【００４２】
　スキャンドライバ３は、スキャンドライバ用の放電制御信号に従い、維持期間において
周期的な維持パルスをＰＤＰ１の複数の走査電極２１に印加する。サステインドライバ４
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は、サステインドライバ用の放電制御タイミング信号に従い、維持期間においてＰＤＰ１
の複数の維持電極２２に、走査電極２１の維持パルスに対して１８０°位相のずれた維持
パルスを同時に印加する。これにより、該当する放電セルにおいて維持放電が行われる。
【００４３】
　次に、上記のＰＤＰ１の構成についてさらに詳細に説明する。図２は、図１に示すＰＤ
Ｐの断面図であり、図３は、図２に示すＰＤＰの表面基板側の電極配列を模式的に示す平
面図であり、図４は、図２に示すＰＤＰの背面基板側を模式的に示す平面図であり、図５
は、図４のＡ－Ａ線断面図であり、図６は、図４のＢ－Ｂ線断面図であり、図７は、図４
のＣ－Ｃ線断面図である。
【００４４】
　図２等に示すように、ＰＤＰ１では、ガラス製の表面基板２０と、ガラス製の背面基板
３０とが放電空間４０を挟んで対向して配置され、放電空間４０には放電によって紫外線
を放射するガス（ネオン、キセノン等）が封入されている。表面基板２０上には、誘電体
層２３及び保護膜２４で覆われ且つ対をなす帯状の走査電極２１及び維持電極２２からな
る電極群が、互いに平行になるように配列されている。走査電極２１及び維持電極２２は
、それぞれ透明電極２１ａ，２２ａと、透明電極２１ａ，２２ａ上に重なるように形成さ
れ且つ導電性を高めるための銀等からなる金属母線２１ｂ，２２ｂとから構成されている
。
【００４５】
　また、図３に示すように、走査電極２１と維持電極２２とは、走査電極、走査電極、維
持電極、維持電極の順に配列された電極配列を単位として形成され、隣接する走査電極２
１間と、隣接する維持電極２２間とには、黒色材料からなる光吸収層２５が設けられる。
【００４６】
　一方、図２等に示すように、背面基板３０上には、走査電極２１及び維持電極２２と直
交する方向に、複数の帯状のデータ電極３１が互いに平行に配列されている。また、背面
基板３０上には、走査電極２１及び維持電極２２とデータ電極３１とで形成される複数の
放電セルを区画するための障壁３５が形成されている。障壁３５により区画されたセル空
間４１の背面基板３０側には、放電セルに対応して形成された蛍光体層３６が設けられて
いる。
【００４７】
　また、図４等に示すように、障壁３５は、縦壁部３５ａ及び横壁部３５ｂから構成され
、縦壁部３５ａは、走査電極２１及び維持電極２２と直交する方向、すなわちデータ電極
３１と平行な方向に延び、横壁部３５ｂは、縦壁部３５ａに交差するように形成される。
したがって、縦壁部３５ａ及び横壁部３５ｂからセル空間４１が形成されるとともに、セ
ル空間４１間に隙間部４２が形成される。また、障壁３５の横壁部３５ｂ間に形成された
隙間部４２の空間に対応する位置に、上記の光吸収層２５が形成される。
【００４８】
　背面基板３０の隙間部４２側には、隙間部４２内の空間において走査電極２１との間で
プライミング放電を行うためのプライミング電極３３が、隣接する走査電極２１に対向し
且つデータ電極３１と直交する方向に形成され、放電セルに隣接するプライミングセルが
形成される。プライミング電極３３は、データ電極３１を覆う誘電体層３２上に形成され
、データ電極３１よりも隙間部４２内の空間に近い位置に形成される。
【００４９】
　また、プライミング電極３３は、書き込みパルスが印加される走査電極２１が隣り合う
部分に対応する隙間部４２のみに形成され、一方の走査電極２１の金属母線２１ｂの一部
は、隙間部４２側に延出して光吸収層２５上に形成される。表面基板２０側に形成された
隣接する２つの走査電極２１のうち隙間部４２の領域の方向に突出した金属母線２１ｂと
、背面基板３０側に形成されたプライミング電極３３との間でプライミング放電が行われ
る。
【００５０】
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　本実施の形態では、アドレスドライバ２、スキャンドライバ３、サステインドライバ４
、放電発生回路９、セットアップ回路１０，１１、プライミング放電発生回路１２及びプ
ライミングドライバ１３が第１乃至第３の駆動手段の一例に相当する。
【００５１】
　なお、本発明に適用可能なＰＤＰは、上記の構成に特に限定されず、セル空間の間に隙
間部を形成し、隙間部内の空間において表面基板と背面基板との間でプライミング放電を
発生させることができれば、以下のように種々の変更が可能である。すなわち、パネル周
辺部の表示領域以外の部分に表面基板と背面基板との間でプライミング放電を発生させる
放電領域を形成してもよい。また、プライミング電極をデータ電極と平行に配置し、この
プライミング電極と走査電極との間でプライミング放電を発生させてもよい。また、背面
基板側に形成されるプライミング電極に加えて、表面基板側の隙間部に対応する領域に新
たなプライミング電極を形成し、両プライミング電極間でプライミング放電を発生させて
もよい。
【００５２】
　次に、上記のように構成されたプラズマディスプレイ装置の動作について説明する。図
８は、図１に示すプラズマディスプレイ装置の駆動波形の一例を示す図である。なお、図
８に示す各駆動パルスの電圧は一例であり、ＰＤＰ１の放電特性等に応じて適宜変更可能
である。この点について他の実施の形態も同様である。
【００５３】
　本実施の形態では、１フィールドが複数のサブフィールドに分割され、図８に示す最初
のセットアップ期間Ｓ１、アドレス期間Ａ１及び維持期間Ｕ１は、最初のサブフィールド
に対応する期間であり、１垂直同期期間すなわちフィールドごとに１回設けられる期間で
ある。後続のセットアップ期間Ｓ２、アドレス期間Ａ２及び維持期間Ｕ２は、最初のサブ
フィールド以降の各サブフィールドに対応する期間であり、後続の各サブフィールドにお
いてセットアップ期間Ｓ２、アドレス期間Ａ２及び維持期間Ｕ２が繰り返される。なお、
維持期間Ｕ１と維持期間Ｕ２との駆動波形はパルス数等を除き基本的に同一である。
【００５４】
　まず、最初のサブフィールドのセットアップ期間Ｓ１において、アドレスドライバ２は
、データ電極３１を０Ｖに保持する。スキャンドライバ３は、走査電極２１の電圧をラン
プ波形により０Ｖから－１７０Ｖまで順次降下させ、その後、走査電極２１の電圧を－１
７０Ｖから０Ｖに立ち上げる。サステインドライバ４は、垂直同期期間に１回印加される
垂直同期用セットアップパルスを印加して維持電極２２の電圧を０Ｖから３５０Ｖに立ち
上げて保持し、走査電極２１が－１７０Ｖから０Ｖに立ち上げられたときに、維持電極２
２の電圧を３５０Ｖから０Ｖに立ち下げて保持する。このとき、走査電極２１、維持電極
２２及びデータ電極３１の三電極間で壁電荷を調整するセットアップ放電が発生し、走査
電極２１に正電荷が、維持電極２２に負電荷が、データ電極３１に負電荷がそれぞれ均一
に且つ全面に蓄積される。なお、垂直同期用セットアップパルスの電圧としては、３５０
Ｖに特に限定されず、３００Ｖ～３５０Ｖの範囲内で他の電圧を用いてもよい。
【００５５】
　また、最初のサブフィールドのセットアップ期間Ｓ１において、プライミングドライバ
１３は、プライミング電極３３の電圧を－１００Ｖから０Ｖに立ち上げて保持し、走査電
極２１が－１７０Ｖから０Ｖに立ち上げられたときに、プライミング電極３３の電圧を０
Ｖから－１００Ｖに立ち下げて保持する。このとき、走査電極２１とプライミング電極３
３との間で壁電荷を調整するセットアップ放電が発生し、プライミング電極３３に正電荷
が蓄積される。また、上記の期間において、維持電極２２が３５０Ｖに立ち上げられて保
持されているときにプライミング電極３３も０Ｖに立ち上げられて保持されているので、
上記の走査電極２１と維持電極２２との間の放電を安定に行いながら、維持電極２２とプ
ライミング電極３３との間で不要な放電が発生することを防止することができ、電極間の
干渉をなくすことができる。
【００５６】
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　次に、スキャンドライバ３は、走査電極２１の電圧をランプ波形により０Ｖから２５０
Ｖまで順次上昇させた後、走査電極２１の電圧を２５０Ｖから０Ｖに立ち下げ、さらに、
ランプ波形により０Ｖから－１７０Ｖまで順次降下させる。サステインドライバ４は、走
査電極２１の電圧がランプ波形により０Ｖから－１７０Ｖに降下しているときに、維持電
極２２の電圧を０Ｖから５０Ｖに立ち上げて保持する。このとき、走査電極２１と維持電
極２２との間で微弱な放電が発生し、走査電極２１の維持電極側の一部の正電荷のみが負
電荷に反転し、維持電極２２の走査電極側の一部の負電荷のみが正電荷に反転する。また
、このとき、プライミングドライバ１３は、プライミング電極３３の電圧を－１００Ｖか
ら０Ｖに立ち上げて保持している。
【００５７】
　また、垂直同期期間に１回設けられるセットアップ期間Ｓ１は、他のセットアップ期間
Ｓ２より長く設定されているので、垂直同期期間に１回設けられるセットアップ期間Ｓ１
において各電極の壁電荷を充分に調整し、その後のプライミング放電をより安定に発生さ
せることができる。
【００５８】
　次に、アドレス期間Ａ１において、まず、スキャンドライバ３は、走査電極２１の電圧
を－１７０Ｖから－５０Ｖに立ち上げて保持し、その後、サステインドライバ４は、維持
電極２２の電圧を５０Ｖから１５０Ｖに立ち上げて保持し、その後、プライミングドライ
バ１３は、プライミング電極３３の電圧を０Ｖから１００Ｖに立ち上げて保持している。
このように、アドレス期間Ａ１において、壁電荷が調整された走査電極２１の電圧を所定
の電圧に立ち上げた後にプライミング電極３３の電圧を所定の電圧に立ち上げているので
、その後のプライミング放電をより安定に発生させることができる。他のアドレス期間Ａ
２も同様である。
【００５９】
　次に、アドレスドライバ２は、正の書き込みパルスを印加してデータ電極３１の電圧を
０Ｖから７０Ｖに立ち上げ、スキャンドライバ３は、負の書き込みパルスを印加して走査
電極２１の電圧を－５０Ｖから－１８０Ｖに立ち下げると、走査電極２１とプライミング
電極３３との間でプライミング放電が発生し、このプライミング放電を利用してデータ電
極３１と走査電極２１との間で書き込み放電が発生する。所定時間経過後、スキャンドラ
イバ３は、走査電極２１の電圧を－５０Ｖから０Ｖに立ち上げて保持する。
【００６０】
　図９は、データ電極と走査電極との間で発生する書き込み放電を説明するための模式図
である。図９に示すように、書き込みパルスを印加する前は、走査電極２１ｎの維持電極
２２ｎ側の一部のみに負電荷が蓄積され、その他の部分すなわち走査電極２１ｎの走査電
極（図示省略）側には正電荷が蓄積され、一方、維持電極２２ｎの走査電極２１ｎ側の一
部のみに正電荷が蓄積され、その他の部分すなわち維持電極２２ｎの維持電極２２ｎ＋１
側には負電荷が蓄積され、維持電極２２ｎ＋１及び走査電極２１ｎ＋１にも同様に電荷が
蓄積されている。
【００６１】
　このとき、書き込みパルスが印加されると、走査電極２１ｎとプライミング電極３３（
図示省略）との間でプライミング放電が発生し、このプライミング放電を利用してデータ
電極３１と走査電極２１ｎとの間で弱い書き込み放電が発生し、この弱い書き込み放電を
トリガーとして走査電極２１ｎと維持電極２２ｎとの間で弱い放電が発生する。この走査
電極２１ｎと維持電極２２ｎとの間の放電は、走査電極２１ｎと維持電極２２ｎとの間の
放電ギャップＧ１付近のみで発生するとともに、維持電極２２ｎと維持電極２２ｎ＋１と
の間のギャップＧ２には、電子による電位障壁が形成されているため、走査電極２１ｎと
維持電極２２ｎとの間の放電が維持電極２２ｎ＋１側に広がることを防止することができ
、隣接するライン間のクロストークを防止することができる。
【００６２】
　次に、維持期間Ｕ１において、スキャンドライバ３は、走査電極２１に２００Ｖの維持
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パルスを順次印加し、サステインドライバ４は、走査電極２１の維持パルスに対して１８
０°位相のずれた２００Ｖの維持パルスを維持電極２２に順次印加し、維持放電を発光輝
度に応じた回数だけ繰り返し発生させる。また、プライミングドライバ１３は、走査電極
２１への最初の維持パルスが立ち上がるときに、プライミング電極３３の電圧を１００Ｖ
から－１００Ｖに立ち下げて保持する。このとき、走査電極２１とプライミング電極３３
との間で放電が発生し、プライミング電極３３に正電荷が蓄積される。
【００６３】
　また、維持期間Ｕ１において、スキャンドライバ３は、最後の維持パルスとして、他の
維持パルスよりハイ期間が長い維持パルスを走査電極２１に印加し、サステインドライバ
４は、走査電極２１への最後の維持パルスが２００Ｖから０Ｖに立ち下がったときに、０
Ｖから２００Ｖに立ち上がる最後の維持パルスを維持電極２２に印加する。このように、
走査電極２１への最後の維持周期を下げた状態で、維持電極２２に印加される最後の維持
パルスを立ち上げることにより、走査電極２１と維持電極２２との間で強い維持放電が発
生し、走査電極２１に正電荷が、維持電極２２に負電荷がそれぞれ均一に且つ全面に蓄積
される。
【００６４】
　次のサブフィールドのセットアップ期間Ｓ２において、スキャンドライバ３は、走査電
極２１の電圧をランプ波形により０Ｖから２５０Ｖまで順次上昇させた後、走査電極２１
の電圧を２５０Ｖから０Ｖに立ち下げ、さらに、ランプ波形により０Ｖから－１７０Ｖま
で順次降下させる。サステインドライバ４は、走査電極２１の電圧がランプ波形により０
Ｖから降下するときに、維持電極２２の電圧を０Ｖから５０Ｖに立ち上げて保持する。こ
のとき、走査電極２１と維持電極２２との間で微弱な放電が発生し、走査電極２１の維持
電極側の一部の正電荷のみが負電荷に反転し、維持電極２２の走査電極側の一部の負電荷
のみが正電荷に反転する。また、このとき、プライミングドライバ１３は、プライミング
電極３３の電圧を－１００Ｖから０Ｖに立ち上げて保持している。
【００６５】
　次に、アドレス期間Ａ２において、まず、スキャンドライバ３は、走査電極２１の電圧
を－１７０Ｖから－５０Ｖに立ち上げて保持し、サステインドライバ４は、維持電極２２
の電圧を５０Ｖから１５０Ｖに立ち上げて保持し、その後、プライミングドライバ１３は
、プライミング電極３３の電圧を０Ｖから１００Ｖに立ち上げて保持する。
【００６６】
　次に、アドレスドライバ２は、正の書き込みパルスを印加してデータ電極３１の電圧を
０Ｖから７０Ｖに立ち上げ、スキャンドライバ３は、負の書き込みパルスを印加して走査
電極２１の電圧を－５０Ｖから－１８０Ｖに立ち下げると、走査電極２１とプライミング
電極３３との間でプライミング放電が発生し、このプライミング放電を利用してデータ電
極３１と走査電極２１との間で書き込み放電が発生する。所定時間経過後、スキャンドラ
イバ３は、走査電極２１の電圧を－５０Ｖから０Ｖに立ち上げて保持する。
【００６７】
　この場合もアドレス期間Ａ１と同様に、書き込みパルスを印加する前は、走査電極２１
の維持電極側の一部のみに負電荷が蓄積され、維持電極２２の走査電極側の一部のみに正
電荷が蓄積されている。このとき、書き込みパルスが印加されると、走査電極２１とプラ
イミング電極３３との間でプライミング放電が発生し、このプライミング放電を利用して
データ電極３１と走査電極２１との間で弱い書き込み放電が発生し、この弱い書き込み放
電をトリガーとして走査電極２１と維持電極２２との間の放電ギャップ付近のみで弱い放
電が発生するとともに、維持電極２２間のギャップには電子による電位障壁が形成されて
いるため、走査電極２１と維持電極２２との間の放電が隣接する維持電極２２側に広がる
ことを防止することができ、クロストークを防止することができる。
【００６８】
　次に、維持期間Ｕ２において、維持期間Ｕ１と同様の動作が行われ、プライミング電極
３３に正電荷が蓄積されるとともに、維持放電が行われ、最後の維持放電により走査電極
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２１に正電荷が、維持電極２２に負電荷がそれぞれ均一に且つ全面に蓄積される。その後
、セットアップ期間Ｓ２、アドレス期間Ａ２及び維持期間Ｕ２の動作がサブフィールドご
とに繰り返されて１フィールド期間の動作が完了する。
【００６９】
　上記のように、本実施の形態では、セットアップ期間において、前サブフィールドで維
持放電を行った走査電極２１及び維持電極２２の壁電荷を調整しているので、維持放電に
より減少した走査電極２１の壁電荷を補充することができ、アドレス期間において書き込
み放電を安定に行うことができる。また、アドレス期間において走査電極２１とプライミ
ング電極３３との間のプライミング放電を利用して書き込み放電を発生させているので、
書き込み放電を弱い放電で安定に行うことができる。したがって、書き込み放電による不
要光を低減することができ、無信号時における黒輝度を充分に低くすることができる。
【００７０】
　また、維持期間において、書き込み放電が発生した走査電極２１の維持放電後に走査電
極２１の全面に正電荷を蓄積させ、セットアップ期間において、蓄積された走査電極２１
の正電荷のうち維持電極２２側の一部の正電荷を負電荷に反転させるとともに、蓄積され
た維持電極２２の負電荷のうち走査電極２１側の一部の負電荷を正電荷に反転させている
ので、隣接する維持電極２２間には負電荷が残留することになる。したがって、隣接する
放電セル間においてこの負電荷が電位障壁として機能し、一方の放電セルのアドレス期間
における書き込み放電が他方の放電セルに広がることを防止することができるので、隣接
する放電セル間のクロストークを充分に低減することができる。
【００７１】
　さらに、セットアップ期間における一部の電荷の反転は低い電位により発生させること
ができるので、セットアップ回路１０等の低コスト化を図ることができる。
【００７２】
　次に、本発明の第２の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する。
図１０は、本発明の第２の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の一例
を示す図である。なお、本実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の構成は、ＰＤＰ
１に印加される駆動波形が異なる点を除き、図１に示すプラズマディスプレイ装置と同様
であるため、図示を省略して図１を用いてその構成を説明する。この点について以下の各
実施の形態も同様である。
【００７３】
　図１０に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、垂直同期用セットアップ
パルスが変更された点であり、その他の点は図８に示す駆動波形と同様であるので、以下
異なる点についてのみ詳細に説明する。
【００７４】
　図１０に示すように、最初のサブフィールドのセットアップ期間Ｓ１において、サステ
インドライバ４は、プラズマディスプレイ装置の電源がオンされたとき、３５０Ｖの垂直
同期用セットアップパルスＶ１を維持電極２２に印加し、その後に印加する垂直同期用セ
ットアップパルスとして、図中に破線で示す２００Ｖの垂直同期用セットアップパルスＶ
２を維持電極２２に印加する。
【００７５】
　装置の電源がオンされたときは、壁電荷の調整が何ら行われていないため、各電極の壁
電荷の状態が異常な状態になっている場合があり、この場合でも、３５０Ｖの垂直同期用
セットアップパルスＶ１を印加することにより、走査電極２１、維持電極２２及びデータ
電極３１の三電極間に強いセットアップ放電を発生させることができ、走査電極２１に正
電荷を、維持電極２２に負電荷を、データ電極３１に負電荷をそれぞれ均一に且つ全面に
安定的に蓄積することができる。
【００７６】
　一方、その他の場合、既に壁電荷の調整が行われているため、垂直同期用セットアップ
パルスの電圧を極限まで低下させることができ、例えば、２００Ｖの垂直同期用セットア
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ップパルスＶ２を印加することにより、走査電極２１、維持電極２２及びデータ電極３１
の三電極間に弱いセットアップ放電を安定に発生させることができ、走査電極２１に正電
荷を、維持電極２２に負電荷を、データ電極３１に負電荷をそれぞれ均一に且つ全面に蓄
積することができる。
【００７７】
　このように、本実施の形態では、第１の実施の形態の効果に加えて、装置の電源がオン
されたとき以外は、弱いセットアップ放電を安定に発生させることができるので、無信号
時における黒輝度をより低くすることができ、画像品質をより向上することができる。
【００７８】
　なお、高電位の垂直同期用セットアップパルスＶ１の印加タイミングは、装置の電源が
オンされたときのみに特に限定されず、通常描画時以外の異常事態、例えば、映像信号の
入力切替が行われたとき、チャンネル切替が行われたとき等においても高電位の垂直同期
用セットアップパルスを印加するようにしてもよい。
【００７９】
　次に、本発明の第３の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する。
図１１は、本発明の第３の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の一例
を示す図である。
【００８０】
　図１１に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、プライミング電極３３に
印加されるパルスが変更された点であり、その他の点は図８に示す駆動波形と同様である
ので、以下異なる点についてのみ詳細に説明する。
【００８１】
　図１１に示すように、維持期間Ｕ１において、プライミングドライバ１３は、走査電極
２１への最後の維持パルスが立ち上がるときに、プライミング電極３３の電圧を１００Ｖ
から－１００Ｖに立ち下げて保持する。このとき、走査電極２１とプライミング電極３３
との間で放電が発生し、プライミング電極３３に正電荷が蓄積される。この場合、壁電荷
の調整後から後続のセットアップ期間Ｓ２までの時間を短縮することができ、後続のセッ
トアップ期間Ｓ２におけるセットアップ放電に走査電極２１とプライミング電極３３との
間の放電によるプライミング効果を利用することができる。
【００８２】
　このように、本実施の形態では、第１の実施の形態の効果に加えて、後続のセットアッ
プ期間Ｓ２におけるセットアップ放電に走査電極２１とプライミング電極３３との間の放
電によるプライミング効果を利用することができるので、セットアップ放電が弱い放電で
ある場合でも、セットアップ放電を安定に行うことができ、セットアップ期間における不
要光を低減して黒輝度を低減することができるとともに、書き込み放電も安定に行うこと
ができる。
【００８３】
　次に、本発明の第４の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する。
図１２は、本発明の第４の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の一例
を示す図である。
【００８４】
　図１２に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、垂直同期用セットアップ
パルス及びプライミング電極３３に印加されるパルスが変更された点であり、その他の点
は図８に示す駆動波形と同様であるので、以下異なる点についてのみ詳細に説明する。
【００８５】
　図１２に示すように、第２の実施形態と同様に、最初のサブフィールドのセットアップ
期間Ｓ１において、サステインドライバ４は、プラズマディスプレイ装置の電源がオンさ
れたときは、３５０Ｖの垂直同期用セットアップパルスＶ１を維持電極２２に印加し、そ
の後に印加する垂直同期用セットアップパルスとして、２００Ｖの垂直同期用セットアッ
プパルスＶ２を維持電極２２に印加する。
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【００８６】
　また、第３の実施の形態と同様に、維持期間Ｕ１において、プライミングドライバ１３
は、走査電極への最後の維持パルスが立ち上がるときに、プライミング電極３３の電圧を
１００Ｖから－１００Ｖに立ち下げ、走査電極２１とプライミング電極３３との間で放電
が発生し、プライミング電極３３に正電荷が蓄積される。したがって、本実施の形態では
、第１の実施の形態の効果に加えて、第２及び第３の実施の形態による効果を得ることが
できる。
【００８７】
　次に、本発明の第５の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する。
図１３は、本発明の第５の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の一例
を示す図である。
【００８８】
　図１３に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、プライミング電極３３に
印加されるパルスが変更された点であり、その他の点は図８に示す駆動波形と同様である
ので、以下異なる点についてのみ詳細に説明する。
【００８９】
　図１３に示すように、セットアップ期間Ｓ１，Ｓ２において、プライミングドライバ１
３は、プライミング電極３３の電圧を１００Ｖに保持し、走査電極２１の電圧がランプ波
形により０Ｖから２５０Ｖまで上昇されているときに、プライミング電極３３の電圧を１
００Ｖから－１００Ｖに立ち下げて保持する。このとき、走査電極２１とプライミング電
極３３との間で放電が発生し、プライミング電極３３に正電荷が蓄積される。
【００９０】
　次に、スキャンドライバ３は、走査電極２１の電圧を２５０Ｖから０Ｖに立ち下げ、さ
らに、ランプ波形により０Ｖから－１７０Ｖまで順次降下させる。サステインドライバ４
は、走査電極２１の電圧がランプ波形により０Ｖから－１７０Ｖに降下しているときに、
維持電極２２の電圧を０Ｖから５０Ｖに立ち上げて保持する。このとき、上記の走査電極
２１とプライミング電極３３との間の放電によるプライミング効果を利用して、走査電極
２１と維持電極２２との間で微弱な放電を安定に発生させ、走査電極２１の維持電極側の
一部の正電荷のみを負電荷に反転させ、維持電極２２の走査電極側の一部の負電荷のみを
正電荷に反転させる。
【００９１】
　このように、本実施の形態では、第１の実施の形態の効果に加えて、セットアップ期間
において走査電極２１と維持電極２２との放電前に走査電極２１とプライミング電極３３
との間に放電を発生させてプライミング電極３３の壁電荷を調整しているので、走査電極
２１とプライミング電極３３との放電によるプライミング効果を走査電極２１と維持電極
２２とのセットアップ放電に利用することができ、セットアップ放電が弱い放電である場
合でも、セットアップ放電を安定に行うことができるので、セットアップ期間における不
要光を低減して黒輝度をより低減することができるとともに、書き込み放電も安定に行う
ことができる。
【００９２】
　次に、本発明の第６の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する。
図１４は、本発明の第６の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の一例
を示す図である。
【００９３】
　図１４に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、垂直同期用セットアップ
パルス及びプライミング電極３３に印加されるパルスが変更された点であり、その他の点
は図８に示す駆動波形と同様であるので、以下異なる点についてのみ詳細に説明する。
【００９４】
　図１４に示すように、第２の実施形態と同様に、最初のサブフィールドのセットアップ
期間Ｓ１において、サステインドライバ４は、プラズマディスプレイ装置の電源がオンさ
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れたときは、３５０Ｖの垂直同期用セットアップパルスＶ１を維持電極２２に印加し、そ
の後に印加する垂直同期用セットアップパルスとして、２００ Vの垂直同期用セットアッ
プパルスＶ２を維持電極２２に印加する。
【００９５】
　また、第５の実施の形態と同様に、セットアップ期間Ｓ１，Ｓ２において、プライミン
グドライバ１３は、走査電極２１の電圧がランプ波形により上昇されているときに、プラ
イミング電極３３の電圧を１００Ｖから－１００Ｖに立ち下げて保持し、走査電極２１と
プライミング電極３３との間で放電を発生させてプライミング電極３３に正電荷を蓄積す
る。次に、スキャンドライバ３は、走査電極２１の電圧をランプ波形により降下させてい
るときに、サステインドライバ４は、維持電極２２の電圧を立ち上げ、上記の走査電極２
１とプライミング電極３３との間の放電によるプライミング効果を利用して、走査電極２
１と維持電極２２との間で微弱な放電を安定に発生させ、走査電極２１の維持電極側の一
部の正電荷のみを負電荷に反転させ、維持電極２２の走査電極側の一部の負電荷のみを正
電荷に反転させる。したがって、本実施の形態では、第１の実施の形態の効果に加えて、
第２及び第５の実施の形態による効果を得ることができる。
【００９６】
　次に、本発明の第７の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する。
図１５は、本発明の第７の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の一例
を示す図である。
【００９７】
　図１５に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、プライミング電極３３に
印加されるパルスが変更された点であり、その他の点は図８に示す駆動波形と同様である
ので、以下異なる点についてのみ詳細に説明する。
【００９８】
　図１５に示すように、プライミングドライバ１３は、セットアップ期間Ｓ１，Ｓ２にお
いてプライミング電極３３の電圧を０Ｖに保持し、アドレス期間Ａ１，Ａ２においてプラ
イミング電極３３の電圧を０Ｖから１００Ｖに立ち上げて保持し、維持期間Ｕ１，Ｕ２に
おいて、走査電極２１への最初の維持パルスが立ち上がるときに、プライミング電極３３
の電圧を１００Ｖから０Ｖに立ち下げて保持する。このとき、走査電極２１とプライミン
グ電極３３との間で放電が発生し、プライミング電極３３に正電荷が蓄積される。
【００９９】
　このように、本実施の形態では、第１の実施の形態の効果に加えて、プライミング電極
３３に印加する電圧を０Ｖと１００Ｖとの２値にしているので、プライミングドライバ１
３の構成を簡略化することができるとともに、消費電力及び電磁波障害を低減することが
できる。
【０１００】
　次に、本発明の第８の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する。
図１６は、本発明の第８の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の一例
を示す図である。
【０１０１】
　図１６に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、垂直同期用セットアップ
パルス及びプライミング電極３３に印加されるパルスが変更された点であり、その他の点
は図８に示す駆動波形と同様であるので、以下異なる点についてのみ詳細に説明する。
【０１０２】
　図１６に示すように、第２の実施形態と同様に、最初のサブフィールドのセットアップ
期間Ｓ１において、サステインドライバ４は、プラズマディスプレイ装置の電源がオンさ
れたときは、３５０Ｖの垂直同期用セットアップパルスＶ１を維持電極２２に印加し、そ
の後に印加する垂直同期用セットアップパルスとして、２００ Vの垂直同期用セットアッ
プパルスＶ２を維持電極２２に印加する。
【０１０３】
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　また、第７の実施の形態と同様に、プライミングドライバ１３は、セットアップ期間Ｓ
１，Ｓ２においてプライミング電極３３の電圧を０Ｖに保持し、アドレス期間Ａ１，Ａ２
においてプライミング電極３３の電圧を０Ｖから１００Ｖに立ち上げて保持し、維持期間
Ｕ１，Ｕ２において、走査電極２１への最初の維持パルスが立ち上がるときに、プライミ
ング電極３３の電圧を１００Ｖから０Ｖに立ち下げて保持し、走査電極２１とプライミン
グ電極３３との間で放電を発生させ、プライミング電極３３に正電荷を蓄積させる。した
がって、本実施の形態では、第１の実施の形態の効果に加えて、第２及び第７の実施の形
態による効果を得ることができる。
【０１０４】
　次に、本発明の第９の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する。
図１７は、本発明の第９の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の一例
を示す図である。
【０１０５】
　図１７に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、プライミング電極３３に
印加されるパルスが変更された点であり、その他の点は図８に示す駆動波形と同様である
ので、以下異なる点についてのみ詳細に説明する。
【０１０６】
　図１７に示すように、プライミングドライバ１３は、セットアップ期間Ｓ１，Ｓ２にお
いてプライミング電極３３の電圧を０Ｖに保持し、アドレス期間Ａ１，Ａ２においてプラ
イミング電極３３の電圧を０Ｖから１００Ｖに立ち上げて保持し、維持期間Ｕ１，Ｕ２に
おいて、第３の実施の形態と同様に走査電極２１への最後の維持パルスが立ち上がるとき
に、プライミング電極３３の電圧を１００Ｖから０Ｖに立ち下げて保持する。このとき、
走査電極２１とプライミング電極３３との間で放電が発生し、プライミング電極３３に正
電荷が蓄積される。
【０１０７】
　このように、本実施の形態では、第１及び第３の実施の形態の効果に加えて、プライミ
ング電極３３に印加する電圧を０Ｖと１００Ｖとの２値にしているので、プライミングド
ライバ１３の構成を簡略化することができるとともに、消費電力及び電磁波障害を低減す
ることができる。
【０１０８】
　次に、本発明の第１０の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する
。図１８は、本発明の第１０の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の
一例を示す図である。
【０１０９】
　図１８に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、垂直同期用セットアップ
パルス及びプライミング電極３３に印加されるパルスが変更された点であり、その他の点
は図８に示す駆動波形と同様であるので、以下異なる点についてのみ詳細に説明する。
【０１１０】
　図１８に示すように、第２の実施形態と同様に、最初のサブフィールドのセットアップ
期間Ｓ１において、サステインドライバ４は、プラズマディスプレイ装置の電源がオンさ
れたときは、３５０Ｖの垂直同期用セットアップパルスＶ１を維持電極２２に印加し、そ
の後に印加する垂直同期用セットアップパルスとして、２００ Vの垂直同期用セットアッ
プパルスＶ２を維持電極２２に印加する。
【０１１１】
　また、第９の実施の形態と同様に、セットアップ期間Ｓ１，Ｓ２においてプライミング
電極３３の電圧を０Ｖに保持し、アドレス期間Ａ１，Ａ２においてプライミング電極３３
の電圧を０Ｖから１００Ｖに立ち上げて保持し、維持期間Ｕ１，Ｕ２において、走査電極
２１への最後の維持パルスが立ち上がるときに、プライミング電極３３の電圧を１００Ｖ
から０Ｖに立ち下げて保持する。このとき、走査電極２１とプライミング電極３３との間
で放電が発生し、プライミング電極３３に正電荷が蓄積される。したがって、本実施の形
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態では、第１の実施の形態の効果に加えて、第２及び第９の実施の形態による効果を得る
ことができる。
【０１１２】
　次に、本発明の第１１の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する
。図１９は、本発明の第１１の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の
一例を示す図である。
【０１１３】
　図１９に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、プライミング電極３３に
印加されるパルスが変更された点であり、その他の点は図８に示す駆動波形と同様である
ので、以下異なる点についてのみ詳細に説明する。
【０１１４】
　図１９に示すように、セットアップ期間Ｓ１において、プライミングドライバ１３は、
プライミング電極３３の電圧を０Ｖに保持し、走査電極２１の電圧がランプ波形により０
Ｖから２５０Ｖまで上昇されているときに、プライミング電極３３の電圧を０Ｖから１０
０Ｖに立ち上げて所定時間保持した後に１００Ｖから０Ｖに立ち下げて保持する。この場
合、プライミング電極３３の電圧が１００Ｖから０Ｖに立ち下がるときに、走査電極２１
とプライミング電極３３との間で放電が発生し、プライミング電極３３に正電荷が蓄積さ
れる。
【０１１５】
　次に、スキャンドライバ３は、走査電極２１の電圧を２５０Ｖから０Ｖに立ち下げ、さ
らに、ランプ波形により０Ｖから－１７０Ｖまで順次降下させる。サステインドライバ４
は、走査電極２１の電圧がランプ波形により０Ｖから－１７０Ｖに降下しているときに、
維持電極２２の電圧を０Ｖから１５０Ｖに立ち上げて保持する。このとき、上記の走査電
極２１とプライミング電極３３との間の放電によるプライミング効果を利用して、走査電
極２１と維持電極２２との間で微弱な放電を安定に発生させ、走査電極２１の維持電極側
の一部の正電荷のみを負電荷に反転させ、維持電極２２の走査電極側の一部の負電荷のみ
を正電荷に反転させる。
【０１１６】
　次に、プライミングドライバ１３は、アドレス期間Ａ１において、プライミング電極３
３の電圧を０Ｖから１００Ｖに立ち上げて保持し、維持期間Ｕ１が経過した後、セットア
ップ期間Ｓ２において、走査電極２１の電圧がランプ波形により０Ｖから２５０Ｖまで上
昇されているときに、プライミング電極３３の電圧を１００Ｖから０Ｖに立ち下げて保持
する。この場合も、プライミング電極３３の電圧が１００Ｖから０Ｖに立ち下がるときに
、走査電極２１とプライミング電極３３との間で放電が発生し、プライミング電極３３に
正電荷が蓄積される。以降アドレス期間Ａ２及び維持期間Ｕ２において、上記のアドレス
期間Ａ１及び維持期間Ｕ１と同様の動作が行われる。
【０１１７】
　このように、本実施の形態では、第１の実施の形態の効果に加えて、走査電極２１とプ
ライミング電極３３との放電によるプライミング効果を走査電極２１と維持電極２２との
セットアップ放電に利用することができるので、セットアップ放電が弱い放電である場合
でも、セットアップ放電を安定に行うことができ、セットアップ期間における不要光を低
減してより黒輝度を低減することができるとともに、書き込み放電も安定に行うことがで
きる。また、プライミング電極３３に印加する電圧を０Ｖと１００Ｖとの２値にしている
ので、プライミングドライバ１３の構成を簡略化することができるとともに、消費電力及
び電磁波障害を低減することができる。
【０１１８】
　次に、本発明の第１２の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置について説明する
。図２０は、本発明の第１２の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動波形の
一例を示す図である。
【０１１９】
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　図２０に示す駆動波形と図８に示す駆動波形とで異なる点は、垂直同期用セットアップ
パルス及びプライミング電極３３に印加されるパルスが変更された点であり、その他の点
は図８に示す駆動波形と同様であるので、以下異なる点についてのみ詳細に説明する。
【０１２０】
　図２０に示すように、第２の実施形態と同様に、最初のサブフィールドのセットアップ
期間Ｓ１において、サステインドライバ４は、プラズマディスプレイ装置の電源がオンさ
れたときは、３５０Ｖの垂直同期用セットアップパルスＶ１を維持電極２２に印加し、そ
の後に印加する垂直同期用セットアップパルスとして、２００ Vの垂直同期用セットアッ
プパルスＶ２を維持電極２２に印加する。
【０１２１】
　また、第１１の実施の形態と同様に、セットアップ期間Ｓ１，Ｓ２において、プライミ
ング電極３３の電圧が１００Ｖから０Ｖに立ち下がるときに、走査電極２１とプライミン
グ電極３３との間で放電が発生し、プライミング電極３３に正電荷が蓄積される。この走
査電極２１とプライミング電極３３との間の放電によるプライミング効果を利用して、走
査電極２１と維持電極２２との間で微弱な放電を安定に発生させ、走査電極２１の維持電
極２２側の一部の正電荷のみを負電荷に反転させ、維持電極２２の走査電極２１側の一部
の負電荷のみを正電荷に反転させる。したがって、本実施の形態では、第１の実施の形態
の効果に加えて、第２及び第１１の実施の形態による効果を得ることができる。
【０１２２】
　なお、上記の各実施の形態では、ＡＤＳ方式によるサブフィールド分割を例に説明した
が、アドレス・サステイン同時駆動方式によるサブフィールド分割等の他のサブフィール
ド法であっても、本発明を同様に適用することができ、同様の効果を得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２３】
　上記のように、本発明によれば、クロストークを充分に低減することができるとともに
、無信号時における黒輝度を充分に低くすることができ、１フィールドを複数のサブフィ
ールドに分割して階調表示を行うプラズマディスプレイ表示装置等に好適に利用すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２４】
【図１】図１は、本発明の第１の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の構成を示
すブロック図である。
【図２】図２は、図１に示すＰＤＰの断面図である。
【図３】図３は、図２に示すＰＤＰの表面基板側の電極配列を模式的に示す平面図である
。
【図４】図４は、図２に示すＰＤＰの背面基板側を模式的に示す平面図である。
【図５】図５は、図４のＡ－Ａ線断面図である。
【図６】図６は、図４のＢ－Ｂ線断面図である。
【図７】図７は、図４のＣ－Ｃ線断面図である。
【図８】図８は、図１に示すプラズマディスプレイ装置の駆動波形の一例を示す図である
。
【図９】図９は、データ電極と走査電極との間で発生する書き込み放電を説明するための
模式図である。
【図１０】図１０は、本発明の第２の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動
波形の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、本発明の第３の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動
波形の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、本発明の第４の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動
波形の一例を示す図である。
【図１３】図１３は、本発明の第５の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動
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波形の一例を示す図である。
【図１４】図１４は、本発明の第６の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動
波形の一例を示す図である。
【図１５】図１５は、本発明の第７の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動
波形の一例を示す図である。
【図１６】図１６は、本発明の第８の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動
波形の一例を示す図である。
【図１７】図１７は、本発明の第９の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆動
波形の一例を示す図である。
【図１８】図１８は、本発明の第１０の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆
動波形の一例を示す図である。
【図１９】図１９は、本発明の第１１の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆
動波形の一例を示す図である。
【図２０】図２０は、本発明の第１２の実施の形態によるプラズマディスプレイ装置の駆
動波形の一例を示す図である。
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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